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シンポジウム　ピコプランクトンの異常発生とアユの大量へい死

ピコプラソクトソの異常発生　ピコプランクトンの分布＊1
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　琵琶湖北湖における夏季の透明度は通常，中央部で

5m前後である。しかし1989年7月3日の定期調査で

は北湖の全地点で2．5～3m程度になっていた。また植

物ブランクトン細胞数（10μm以上）が非常に少ない

にもかかわらずクロロフィルα量が多いという現象も認

められた。この湖水を落射蛍光顕微鏡および走査型電子

顕微鏡を用いて観察した結果，球菌状～かん菌状の枷・

ε醜oo㏄躍ε（藍藻：長さ約1μm，幅約0．6μm）に属す

る微細な植物ブランクトン（以下「ビコブランクトン」

という）が106censlm’以上みられた。1）そこで，当初で

はビコブランクトソの分布やその消長を把握する目的で

モニタリング調査を実施した。

　調査期間は1989年7月から1994年3月まで，調査

地点は南湖1地点および北湖7地点の計8地点（竹生

島の南西では水深別にも調査した）である。

　ビコブランクトン細胞数（以下「ピコ細胞数」という）

の計数はブレート法2）（検鏡ブレートを用い落射蛍光顕微

鏡G励起により輝燈色と深赤色を示すものを計数する）

によった。

ピコプランクトンの経時変動

　琵琶湖におけるビコ細胞数の経時変動は図1に示し

たように年間を通して103cens／皿’以上存在し，この調

査期間中における最高値は，1989年7月3日の大浦湾

沖で4．6x106ce皿s！m’であった。1990年以後，ピコ細

胞数の年間最高値はこの値より徐々に低く推移する傾向

が認められた。

　季節的な消長をみると，年によってビコ細胞数に変動

はあるものの，毎年規則正しいパターンをくり返してい

た。すなわち冬季は103～104cellslm’と少ない値で推移

し，5月頃から増殖が始まり，6月末～8月にかけて最

高値の106ceUs！m’程度にまで増殖し，それ以降は徐々

に減少傾向を示した。

ピコプランクトンの水平分布

　ピコブランクトンの水平分布を図2に示した。ビコ

ブランクトン増加時における全地点間のピコ細胞数の変

動係数は約20％であり，他の植物ブランクトンに比べ

て各地点間のピコ細胞数の差は小さく，比較的均一に分

布していた。従ってピコブランクトンは，一部の水域に

集積し「淡水赤潮」を形成する脇㎎㎞等の分布とは

異なり，全域で同時に増加および減少すると考えられ

る。

　ビコブランクトンの計数は，輝燈色と深赤色の2タ

イブに分けて行い，合算した。輝橿色のタイブは北湖北

部で，常時約90％以上を占めていたが，南湖では北湖

より深赤色のタイブのものが多く，一時的ではあったが

50％程度にまで達することも確認された。

ピコプランクトンの鉛直分布

　ビコブランクトンは，水温の成層期には表層～10m

層に多く分布し，循環期には底部まで一様に分布してい

た。106c甜s／m’以上に達した1990年における最大増

殖時期の鉛直分布（図3）をみると，表層に比べ5m

層（表層を100％とすると175％）や10m層（同
150％）に多く存在し，30m層（同約10％）および深

水層（90m層）においても僅かであるがその存在を確

認した。

ビコプランクトン増殖時期の生物相

　ピコブランクトンが異常増殖する時期の動植物ブラン

クトン相（10μm以上）の動向を以下にまとめた。
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図1　琵琶湖におけるピコブラソクトン細胞数の経時変動
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図2　琵琶湖におけるビコブランクトンの水平分
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図3　琵琶湖北湖中央におけるピコブランクトン
　　の鉛直分布
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　ピコブランクトソの増殖以前には，「淡水赤潮」発生

の原因となる脇og勧σσ㎜吻朋（黄色鞭毛藻）等の植

物ブランクトンや，小型の動物ブラソクトソである

泓㎝雄醗％川sp．（繊毛虫類），・4罐㎜勉〃o’臨（繊毛

虫類），Po砂σ励紹sp．（輪虫類），ハlb嵩伽惚忽sp。（輪虫

類），助泌肋8如εウ如如（輪虫類），κε砺ω’勧め”g棚物

（輪虫類）などの種類が多く分布していた・ビコブラン

クトンの増加時にはこれらの種は減少した・

　ピコブランクトンよりやや大型（長さ約10μm，幅

約1μm）の助8‘加6郷sp．（藍藻）に属する植物ブ

ランクトンや酬めゆsp．（繊毛虫類），Zoo’加痂”加

sp．（臓毛虫類），∠45ρ伽魏π4卸’伽如（恰虫類）等の

ような比較的大型の動物ブランクトンは，ピコブランク

トンの増加と同時期に増加傾向を示した。

　1992年6～7月には琵琶湖全域で大型の緑藻である

C’os’㎝勉翅σd㎝僻8var。ε幼幽躍π魏（長さ約600μm，

幅約6μm）が琵琶湖内としては大増殖（1・Ox103ce皿sl

m’以上）し，この時期にはビコブランクトンは一時的

に減少した。

　ビコブランクトソの減少時期は，P血πゑ醜ρ㎞

sp．（緑藻），S伽π”’川甥㈱ε”’震卿溺var，徽’％甥

（緑藻），MiεめS伽幽襯κ娚4（珪藻）等の植物ブランク

トンで構成されるブランクトン相と変化し，動物ブラン

クトンは春季に比ぺ少なく推移した。・これらのことか

ら，ピコブランクトンの異常増殖には，ピコブランクト

ンを取りまく他のブランクトンの消長が大きく関連して

いることが示唆された。
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